
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

新食品試作開発支援件数

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

長野県の強みを生かした高付加価値食品の新食品開発支援について、しあわせ信州食品開発センターの保有機器を活用し、
新たな事業(「NAGANOの食」おいしさ評価モデル構築事業[H29事業改善シート070502])を実施する。

目標に対
する成果
の状況

しあわせ信州食品開発センターの保有機器を活用し、新食品試作開発支援件数は目標を達成した。
各テーマごとに研究会を開催し、発酵技術を活用した新商品開発、ハラール対応等への支援を行った。
主な開発支援：焼酎用麹菌を使用したクエン酸高含有の清酒開発、インバウンド向けお土産「信州そば」の開発など

 概算事業費（B（A）+C） 5,776 5,618 0

3,166 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 2,864

概　算
人件費

0.40 0.40

3,310

2,466 2,452

Aの
財源

2,817 0

0 0 0

2,817

2,864

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

戦略的「NAGANOの食」新商品開発事業 直接
長野県の優れた地域資源と高度な加工技術を活か
し、企業、専門家、大学、行政等が一体となって、企画
から商品化までを実践し、新たな食品開発を展開

2,687 2,322 0

　　　　１　成長産業の創出 実施期間 H27 ～ H28

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

新しい高付加価値食品を創出・ブランド化・発信していくためには、中小企業単独の取組では限
界があり、県の支援が必要

総合５か年
計画
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施策の総合的展開
１－１　信州をけん引するものづくり産業の振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針 ３－３　活力と循環の信州経済の創出

事業番号 07 04 12 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 「NAGANOの食」イノベーション事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 ものづくり振興課

0

地域資源や高度な食品加工技術等の長野県の強みを活かした新たな高付加価値食品を創出・発信し、食品産業を活性化する。

食品製造業の付加価値額が減少傾向にあり（【H18】2,643億円⇒【H21】2,505億円⇒【H25】2,323億円）、商品の低価格化が進んでいる。
さらに、今後は輸入食品との競争激化も懸念される。

食品産業応援ガイドの発行 直接

2,817

合計（A) 2,864
54

29年度

当初予算

新食品試作開発支援件数：50件

Ｈ28 H29
目標

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

成果目標の達成状況

項目 H26末

-

0

合計 2,817 2,452

新食品開発に取組む事業者向けに、しあわせ信州食
品産業応援隊の支援施策をまとめ、かつ食品開発の
プロセスを解説する「食品産業応援施策ガイド」を作成

130

50 98 達成

施策展開

３-(1) 経済構造の転換

H27末
目標 成果 達成状況

-

130

- 12 -


